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ＮＮＥＥＷＷＳＳ絆
「「自自民民党党総総裁裁選選のの行行方方とと今今後後のの政政局局展展望望」」  

  

  

２２００２２４４年年度度  仙仙台台シシンンポポジジウウムム９９月月例例会会はは、、政政治治アアナナリリスストト  伊伊藤藤  惇惇夫夫  氏氏  をを講講師師ににおお迎迎ええしし、、

約約６６００名名のの参参加加をを得得てて開開催催いいたたししままししたた  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【ごご講講演演要要旨旨】】  

  「「自自民民党党総総裁裁選選のの行行方方とと今今後後のの政政局局展展望望」」  

  

国国民民がが関関心心をを寄寄せせてていいるる自自民民党党総総裁裁選選のの行行方方ににつついいてて、、現現職職総総理理のの総総裁裁選選不不出出馬馬のの経経

緯緯ななどどをを交交ええななががらら公公演演ををいいたただだききままししたた。。  

  

11２２名名のの総総裁裁選選立立候候補補者者予予定定者者ががいいるるがが、、最最終終的的

ににはは推推薦薦人人のの確確保保もも難難ししくく９９名名ににななるるだだろろうう。。  

  

候候補補者者間間のの討討論論がが取取れれなないいたためめ、、一一般般のの方方ににはは政政

策策がが見見ええににくくくく、、論論戦戦ででのの強強ささもも見見抜抜けけなないい。。史史上上初初

のの立立候候補補者者数数ととななっったたののはは、、派派閥閥のの縛縛りりがが緩緩んんだだここ

とととと現現職職のの総総裁裁がが不不出出馬馬をを表表明明ししたたここととがが大大ききなな要要

因因とと立立候候補補者者がが多多くくななっったた問問題題点点やや背背景景ななどどをを話話ささ

れれままししたた。。  

  

  

  

東東北北生生産産性性本本部部  

■■例例会会（（２２００２２４４年年９９月月４４日日開開催催））  

  講講師師：：政政治治アアナナリリスストト  伊伊  藤藤    惇惇  夫夫  氏氏  

  

((ププロロフフィィーールルななどど))  

11994488 年年生生ままれれ、、神神奈奈川川県県葉葉山山町町出出身身。。学学習習院院大大学学法法学学部部卒卒業業後後、、出出版版社社へへ就就職職。。11997733 年年、、時時のの

総総理理・・総総裁裁田田中中角角栄栄にに誘誘わわれれ自自由由民民主主党党本本部部事事務務局局にに勤勤務務すするる。。自自民民党党でではは広広報報をを担担当当しし、、11998899 年年

かかららはは自自民民党党政政治治改改革革事事務務局局主主査査補補ととししてて政政治治改改革革大大綱綱をを取取りりままととめめるる。。  

約約 2200年年間間のの自自民民党党本本部部勤勤務務をを経経てて 11999944年年末末かからら新新進進党党総総務務局局。。11999966年年 1122月月かからら太太陽陽党党、、11999988

年年 11月月にに民民政政党党、、44月月かからら民民主主党党のの事事務務局局にに勤勤務務すするる。。太太陽陽党党以以後後はは、、いいずずれれもも事事務務局局長長をを務務めめたた。。

新新党党のの結結成成にに次次々々とと立立ちち会会っったたここととかからら「「新新党党請請負負人人」」のの異異名名をを持持つつ。。  

22000011年年 1122月月にに民民主主党党をを退退職職しし、、政政治治アアナナリリスストトととししてて独独立立。。執執筆筆業業のの他他、、ニニュューースス番番組組ややワワイイドドシショョ

ーーななどどででココメメンンテテーータターーととししてて活活動動。。現現在在、、明明治治学学院院大大学学、、日日本本大大学学ななどどでで講講師師もも務務めめ、、多多方方面面でで活活躍躍

ししてていいるる。。  
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ままたた、、独独自自のの目目線線でで、、立立候候補補者者をを４４つつにに分分類類しし、、分分類類とと候候補補者者のの特特徴徴点点ななどどをを解解説説しし、、総総

裁裁選選のの行行方方やや解解散散・・総総選選挙挙のの時時期期ににつついいててのの予予測測、、一一方方でで党党内内でで流流行行ししてていいるる『『刷刷新新感感』』へへ

のの感感想想をを述述べべてて、、裏裏金金問問題題へへのの対対応応やや過過去去ののリリククルルーートト事事件件のの対対応応ととのの違違いいななどどををおお話話いい

たただだききままししたた。。  

  

小小選選挙挙区区比比例例制制度度のの導導入入のの問問題題やや日日本本経経済済・・政政策策のの

展展望望とと危危機機、、野野党党再再生生のの可可能能性性ななどどににつついいててもも触触れれ、、

伊伊藤藤氏氏のの視視点点でで幅幅広広くくごご講講演演いいたただだききままししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

以以上上、、大大変変有有意意義義ななごご講講演演あありりががととううごござざいいままししたた。。  

  


